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罰
○
冨
一
蜀
吊
①
病
院
を
設
立
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
病
院
を
ご
巳
‐

自
国
ｑ
ｇ
ｇ
冒
一
の
精
神
に
立
ち
返
ら
せ
た
言
晨
曽
己
冒
閏
の
‐

号
ロ
（
第
一
○
一
回
日
本
医
史
学
会
発
表
参
照
）
は
、
更
に
一
八
五
一

年
、
ロ
ン
ド
ン
に
世
界
初
の
癌
専
門
病
院
（
現
在
の
両
○
菌
一
三
四
『
の
‐

号
ロ
病
院
）
を
創
設
し
た
。
こ
の
病
院
の
創
設
の
経
緯
お
よ
び
現

在
に
受
け
継
が
れ
る
精
神
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
九
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
専
門
病
院
の
設
立
が
相
次
ぐ

中
、
言
筐
国
日
冨
閏
８
９
は
癌
専
門
病
院
の
設
立
を
決
意
し
た
。

癌
の
有
効
な
治
療
法
や
研
究
に
つ
い
て
は
未
開
の
時
代
で
あ
っ

た
。
妻
を
癌
で
喪
っ
た
言
皀
国
目
冨
閏
巴
呂
は
癌
の
治
療
と
研

究
の
発
展
を
希
い
、
癌
専
門
病
院
の
設
立
を
発
意
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
癌
に
よ
る
死
亡
者
の
数
は
増
加
す
る
傾
向

に
あ
っ
た
も
の
の
、
癌
専
門
病
院
の
必
要
性
は
当
時
お
よ
そ
認
識

31

ロ
イ
ヤ
ル
・
マ
ー
ズ
デ
ン
病
院
の
設
立
と
発

展

柳
澤
波
香

さ
れ
て
お
ら
ず
、
両
昌
巴
卑
①
①
病
院
の
後
援
者
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
女
王
も
当
初
は
資
金
援
助
を
拒
絶
し
た
。
こ
の
よ
う
に
幅
広

い
理
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
パ
イ
オ
’
一
ア
精
神
に
富
む
尋
亭

冒
日
巨
閏
呂
ｇ
は
一
八
五
一
年
、
癌
専
門
の
外
来
診
療
所
を
ウ

エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
開
設
し
、
一
般
病
院
で
不
治
と
診
断
さ
れ

治
療
を
拒
絶
さ
れ
た
癌
患
者
の
診
療
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
翌
一

八
五
二
年
、
ブ
ロ
ン
プ
ト
ン
に
家
屋
を
借
り
て
二
三
床
の
卑
開

○
四
月
閏
病
院
を
開
き
、
資
金
調
達
に
苦
労
し
な
が
ら
も
協
力
的

な
友
人
医
師
や
少
数
の
支
援
者
の
力
を
得
て
、
そ
の
後
二
年
の
間

に
六
五
四
人
の
癌
患
者
の
診
療
を
行
っ
た
。
印
用
８
月
臼
病
院

の
外
来
・
入
院
患
者
数
は
日
増
し
に
急
増
し
た
の
で
、
癌
専
門
病

院
の
必
要
性
が
周
囲
に
も
明
確
に
認
識
さ
れ
始
め
た
。
大
銀
行
家

の
娘
層
号
少
侭
①
毎
国
巨
己
①
茸
‐
○
○
昌
厨
が
多
額
の
寄
付
を
寄

せ
、
ま
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
も
こ
こ
に
至
っ
て
癌
専
門
病
院
の

意
義
を
認
め
て
援
助
を
決
定
し
た
。
そ
こ
で
現
在
病
院
が
所
在
す

る
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
の
敷
地
が
確
保
さ
れ
、
一
八
六
二
年
に

堂
々
た
る
伽
藍
の
病
院
が
開
設
さ
れ
た
。
一
八
五
一
年
の
癌
専
門

外
来
診
療
所
の
開
設
か
ら
こ
の
と
き
ま
で
の
十
年
余
り
の
間
の
受

診
者
数
は
五
千
人
に
上
っ
た
。
こ
の
卑
陥
○
画
月
国
病
院
は
、
一
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九
三
六
年
に
困
○
胃
一
○
四
月
囚
病
院
と
改
称
さ
れ
、
更
に
創
立
百

周
年
に
際
し
て
”
昌
巴
三
日
且
①
ロ
病
院
と
な
り
現
在
に
至
る
。

本
年
創
立
一
五
○
周
年
を
迎
え
る
こ
の
病
院
は
、
癌
治
療
と
研

究
の
総
合
的
発
展
お
よ
び
患
者
の
苦
痛
の
緩
和
を
目
指
し
た
創
立

者
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
常
に
癌
治
療
と
研
究
を
リ
ー
ド

し
続
け
て
き
た
。
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
に
関
し
て
は
先
駆
的

業
績
が
数
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
緩
和

ケ
ア
は
こ
の
病
院
を
発
祥
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
医

療
の
他
、
刃
昌
巴
冨
閏
乱
①
国
病
院
で
は
、
創
立
初
期
の
頃
よ
り
婦

人
病
棟
の
カ
ー
テ
ン
は
花
柄
の
も
の
を
採
用
し
病
院
の
中
に
あ
っ

て
も
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
と
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
す
よ
う
に
、
癌
患
者
に
対
す
る
精
神
的

ケ
ア
が
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
病
院
の
創
設
を
支
え
た

く
○
盲
目
閏
厨
ョ
精
神
の
流
れ
を
汲
み
、
今
日
で
も
多
く
の
人
々
か

ら
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
患
者
へ
の
情

報
の
提
供
は
、
自
ら
癌
闘
病
の
経
験
を
持
つ
も
の
や
そ
の
家
族
な

ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
。
小
児
癌
患
者
や
そ
の
幼
い

兄
妹
に
対
し
て
腫
瘍
と
は
何
か
を
説
明
す
る
冊
子
な
ど
、
患
者
の

み
な
ら
ず
そ
の
家
族
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。
医

療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
患
者
の
治
療
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
人
々

あ
る
い
は
患
者
に
よ
る
患
者
の
た
め
の
ケ
ア
は
創
設
以
来
の

呂
閏
群
号
席
な
精
神
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、

詞
昌
巴
巨
閏
乱
①
ロ
病
院
に
所
縁
が
深
く
、
二
○
世
紀
末
の
病
院
の

発
展
に
寄
与
し
た
故
ダ
イ
ア
ナ
英
皇
太
子
妃
に
つ
い
て
触
れ
る
。

病
院
や
病
人
に
心
を
寄
せ
た
同
妃
は
一
九
八
九
年
に
両
目
巴

冨
閏
ａ
ｇ
病
院
長
と
な
り
、
小
児
癌
病
棟
の
設
立
な
ど
に
尽
力

し
た
。
現
在
で
も
ダ
イ
ア
ナ
メ
モ
リ
ア
ル
基
金
か
ら
は
病
院
に
資

金
が
寄
せ
ら
れ
、
癌
の
治
療
研
究
を
支
え
て
い
る
。
病
院
の
廊
下

に
は
生
前
に
描
か
れ
た
ダ
イ
ア
ナ
妃
の
数
少
な
い
貴
重
な
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
の
ひ
と
つ
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

（
東
京
都
新
宿
区
）


